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カ リ キ ュ ラ ム ポ リ シ ー

（教育課程編成・実施の方針）

デ ィ プ ロ マ ポ リ シ ー

（修了認定・学位授与の方針）
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＜基礎科学コース＞

カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）
博士前期課程

物理学・数理科学の専門的な学問的基礎と先端的な研究結果、研究手法・技術などを学ぶことができる教育課程を編成
する。
具体的には、物性物理学理論、固体物理学、超伝導、宇宙物理学理論、観測的宇宙物理学、原子・分子物理学、量子光

学、レーザー物理学、放射線計測学、解析学、非線形数学、微分方程式論、代数学、幾何学、対称性理論、力学系、カオ
ス理論、確率論、数理統計学など、基礎と応用物理学・応用数学的な問題に関する特論を学ぶ。さらに科学・技術と社会、
福祉工学、環境科学、リスクベース安全工学、知的財産、科学技術倫理などの環境、安全、倫理的観点を学ぶ。これらに
よって独力で研究を進めるために必要な専門知識が得られる。また、科学技術英語を必修とすることで、国外で研究発表
できる英語力も身につける。

専門分野に関する情報収集、研究計画の立案、試験装置や解析ソフトの開発とそれによる研究の遂行など、総合的な研
究指導によって培われる思考力、判断力、洞察力に基づき、独力で研究を推進可能な能力が得られる。学内および国内外
での研究発表の機会を数多く設け、表現力を身につける。

独力で研究を遂行できるように、専門以外にも環境、安全、倫理等の諸問題について、社会に出た時に必要な関心と態
度を、研究活動を通じて養う。国内外でのインターンシップの機会を与えることで、グローバルな環境を体験し、社会人
としてグローバルに活躍する意欲を養う。

博士後期課程
幅広い専門知識に独創的な自らの研究業績を融合させるための基礎となる豊かな学識を養い、博士の学位に値する研究業
績をあげ、学術的な議論の能力が持てるように研究指導を行うことができる教育課程を編成する。
博士論文の作成指導では、物理学または数理科学分野の最先端の研究テーマと方法論を選定し、独創的な研究成果を創出
する。また、国外での研究発表により英語力を向上させる。

将来、先端科学技術の発展に寄与できる技術者・研究者として、独り立ちできる能力が培われるように、最新の科学技術
に関する情報収集が可能な国内外での学会活動や、産業界のニーズ理解に向けた社会活動などが積極的に行える研究環境を
与え、思考力と判断力を向上させる。また、修士および学部の学生とともに研究を進める場を設け、協調性、表現力、指導
力を向上させる。

独創的な研究を遂行できるように、専門以外に環境、安全、倫理等の諸問題について、社会に出た時に必要な関心と態度
を、研究活動を通じて養う。国内外でのインターンシップの機会を与えることで、グローバルな環境を体験し、国際レベル
での研究を推進することができ、社会人としてグローバルに活躍する意欲を養う。

ディプロマポリシー（修了認定・学位授与の方針）
博士前期課程
基礎科学コースは、以下の要件を満たす学生に対し、「修士（理学）」を授与する。
①知識・技能
・基礎・応用物理学の基礎研究、または、それらの応用技術の開発研究、基礎・応用数学の基礎研究、または、それらの
幅広い種々の分野における応用（例えば保険数学・ファイナンス技術・数理統計学・数理生物学、非線形系制御技術な
ど）等のいずれかの分野において、独力で研究を推進可能な専門知識と研究遂行能力を有している。

・国外で研究発表できる英語力を身につけている。
・高度な研究と応用に関する深い専門知識を有している。
②思考力・判断力・表現力
・専門知識に基づいて、科学的現象の解析や論理的に思考する能力を備えている。加えて、対象の観察と問題把握、分析
と解析の訓練、さらに問題解決能力の涵養によって得られる能力により、先端科学技術の発展に寄与できる広い視野を
持つ技術者・研究者になれる思考力・判断力・表現力を有している。
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③意欲・関心・態度
・社会人としてグローバルに活躍する意欲に加え、修士の学位に値する高い倫理観と科学技術の発展に寄与できる人間性
を身につけている。

博士後期課程
基礎科学コースは、以下の要件を満たす博士後期課程学生あるいは社会人であって、博士論文を提出した者に対し、「博
士（理学）」を授与する。
①知識・技能
・幅広い専門知識に独創的な自らの研究業績を融合させることができるような研究遂行能力を有している。
・国外で研究発表し、情報交換のできる英語力を身につけている。
②思考力・判断力・表現力
・高度な専門知識に自らの研究成果を融合させ、先端科学技術の発展に寄与できる広い視野を持つ技術者・研究者である
と認められる思考力・判断力・表現力を有している。

③意欲・関心・態度
・社会人としてグローバルに活躍する意欲に加え、博士の学位に値する人格および高い倫理観と科学技術の発展に寄与で
きる人間性を身につけている。

＜化学コース＞

カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）
博士前期課程

物理化学、有機化学、無機化学の主要３領域、および科学・技術と社会、環境、福祉、リスクベースの安全の問題など
を学ぶことができる教育課程を編成する。
具体的には、構造化学特論、量子化学特論、光化学特論、ナノ炭素材料の理論、天然物化学特論、有機化学特論、錯体

の材料科学特論、無機化学特論、総合化学特論Ⅰ、総合化学特論Ⅱなど、化学の基礎と応用に関する特論を学ぶ。さらに
科学・技術と社会、福祉工学、環境科学、リスクベース安全工学、知的財産、科学技術倫理などの環境、安全、倫理的観
点を学ぶ。これらによって独力で研究を進めるために必要な専門知識が得られる。また、科学技術英語を必修とし、国外
で研究発表できる英語力も身につける。

博士後期課程
幅広い専門知識に独創的な自らの研究業績を融合させるための基礎となる豊かな学識を養い、博士の学位に値する研究業
績をあげ、学術的な議論の能力が持てるように研究指導を行うことができる教育課程を編成する。
博士論文の作成指導では、化学分野の最先端の研究テーマと方法論を選定し、独創的な研究成果を創出する。また、国外
での研究発表により英語力を向上させる。

将来、先端科学技術の発展に寄与できる技術者・研究者として、独り立ちできる能力が培われるように、最新の科学技術
に関する情報収集が可能な国内外での学会活動や、産業界のニーズ理解に向けた社会活動などが積極的に行える研究環境を
与え、思考力と判断力を向上させる。また、修士および学部の学生とともに研究を進める場を設け、協調性、表現力、指導
力を向上させる。

独創的な研究を遂行できるように、専門以外に環境、安全、倫理等の諸問題について、社会に出た時に必要な関心と態度
を、研究活動を通じて養う。国内外でのインターンシップの機会を与えることで、グローバルな環境を体験し、国際レベル
での研究を推進することができ、社会人としてグローバルに活躍する意欲を養う。

ディプロマポリシー（修了認定・学位授与の方針）
博士前期課程
化学コースは、以下の要件を満たす学生に対し、「修士（理学）」を授与する。
・本コースに２年（４学期）以上在学し、専攻共通科目（必修および選択必修）、コース基幹選択必修科目（選択必修）、
理工学特別実験・演習（必修）、科学技術英語 I（必修）を履修の上所定の単位を修得し、正規の研究により学位論文
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を提出してその審査に合格しなければならない。ただし、外国語認定については、科学技術英語 Iの単位が取れていれ
ば、その単位をもって認定するものとする。在学期間に関しては、優れた研究業績を挙げた者については、１年（２学
期）以上在学すれば足りるものとする。

・修士論文の審査および試験は、その研究において、学術的に新規性があること、独創的であること、社会に貢献できる
応用性または応用の可能性を持っているかを見る。また、学位申請を行った学生がこれからの研究や開発などにおいて、
その計画力、実施力、そして結果に対する説明責任の力を持っているかを判断する。

①知識・技能
・量子化学、物性化学、機能物質化学、物理化学、分子分光学、構造化学、レーザー光化学、理論化学、固体物性理論、
ナノ炭素材料、天然物合成化学、生体機能分子の設計と合成、有機化学、有機合成化学、有機金属化学、錯体化学、ラ
ンタニド錯体の光化学等のいずれかの分野において、独力で研究を推進可能な専門知識と研究遂行能力を有している。

・国外で研究発表できる英語力を身につけている。
・高度な研究と応用に関する深い知識を有している。
②思考力・判断力・表現力
・専門知識に基づいて、自ら研究計画を立案してそれに取り組み、研究成果を学位論文としてまとめ、先端科学技術の発
展に寄与できる広い視野を持つ技術者・研究者になれる思考力・判断力・表現力を有している。

③意欲・関心・態度
・社会人としてグローバルに活躍する意欲に加え、修士の学位に値する高い倫理観と科学技術の発展に寄与できる人間性
を身につけている。

博士後期課程
化学コースは、以下の要件を満たす学生に対し、「博士（理学）」を授与する。
①知識・技能
・幅広い専門知識に独創的な自らの研究業績を融合させる専門知識と研究遂行能力を有している。
・国外で研究発表し、情報交換のできる英語力を身につけている。
②思考力・判断力・表現力
・高度な専門知識に自らの研究成果を融合させ、先端科学技術の発展に寄与できる広い視野を持つ技術者・研究者である
と認められる思考力・判断力・表現力を有している。

③意欲・関心・態度
・社会人としてグローバルに活躍する意欲に加え、博士の学位に値する人格および高い倫理観と科学技術の発展に寄与で
きる人間性を身につけている。

＜機能物質創成コース＞

カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）
博士前期課程

理学的、工学的に幅広く関連する物質科学分野の研究テーマを主体的に推進していくことを可能とする学問体系を学ぶ
ことができる教育課程を編成する。
具体的には、物性物理学、固体化学、結晶成長学、表面物理学、電子工学、薄膜工学等の領域をカバーする講義をベー

スとした先端的なカリキュラムなど、基礎と応用に関する特論を学ぶ。さらに科学・技術と社会、福祉工学、環境科学、
リスクベース安全工学、知的財産、科学技術倫理などの環境、安全、倫理的観点を学ぶ。これらによって独力で研究を進
めるために必要な専門知識が得られる。また、科学技術英語を必修とし、国外で研究発表できる英語力も身につける。

専門分野に関する情報収集、研究計画の立案、試験装置や解析ソフトの開発とそれによる研究の遂行など、総合的な研
究指導によって培われる思考力、判断力、洞察力に基づき、独力で研究を推進可能な能力が得られる。学内および国内外
での研究発表の機会を数多く設け、表現力を身につける。

独力で研究を遂行できるように、専門以外にも環境、安全、倫理等の諸問題について、社会に出た時に必要な関心と態
度を、研究活動を通じて養う。国内外でのインターンシップの機会を与えることで、グローバルな環境を体験し、社会人
としてグローバルに活躍する意欲を養う。
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博士後期課程
幅広い専門知識に独創的な自らの研究業績を融合させるための基礎となる豊かな学識を養い、博士の学位に値する研究業
績をあげ、学術的な議論の能力が持てるように研究指導を行うことができる教育課程を編成する。
博士論文の作成指導では、材料科学分野の最先端の研究テーマと方法論を選定し、独創的な研究成果を創出する。また、
国外での研究発表により英語力を向上させる。

将来、先端科学技術の発展に寄与できる技術者・研究者として、独り立ちできる能力が培われるように、最新の科学技術
に関する情報収集が可能な国内外での学会活動や、産業界のニーズ理解に向けた社会活動などが積極的に行える研究環境を
与え、思考力と判断力を向上させる。また、修士および学部の学生とともに研究を進める場を設け、協調性、表現力、指導
力を向上させる。

独創的な研究を遂行できるように、専門以外に環境、安全、倫理等の諸問題について、社会に出た時に必要な関心と態度
を、研究活動を通じて養う。国内外でのインターンシップの機会を与えることで、グローバルな環境を体験し、国際レベル
での研究を推進することができ、社会人としてグローバルに活躍する意欲を養う。

ディプロマポリシー（修了認定・学位授与の方針）
博士前期課程
機能物質創成コースは、以下の要件を満たす学生に対し「修士（理学）」又は「修士（工学）」を授与する。
①知識・技能
・物性物理学、固体化学、物質科学、薄膜工学、電気物性工学、表面科学等のいずれかの分野において、独力で研究を推
進可能な専門知識と研究遂行能力を有している。

・国外で研究発表できる英語力を身につけている。
・高度な研究と応用に関する深い知識を有している。
②思考力・判断力・表現力
・専門知識に基づいて、物性物理学、固体化学、結晶成長学、表面物理学、電子工学、薄膜工学等の領域をベースとした
先端科学技術の発展に寄与できる広い視野を持つ技術者・研究者になれる思考力・判断力・表現力を有している。

③意欲・関心・態度
・社会人としてグローバルに活躍する意欲に加え、修士の学位に値する高い倫理観と科学技術の発展に寄与できる人間性
を身につけている。

博士後期課程
機能物質創成コースは、以下の要件を満たす学生に対し、「博士（理学）」又は「博士（工学）」を授与する。
①知識・技能
・幅広い専門知識に独創的な自らの研究業績を融合させる専門知識と研究遂行能力を有している。
・国外で研究発表し、情報交換のできる英語力を身につけている。
②思考力・判断力・表現力
・高度な専門知識に自らの研究成果を融合させ、先端科学技術の発展に寄与できる広い視野を持つ技術者・研究者である
と認められる思考力・判断力・表現力を有している。

③意欲・関心・態度
・社会人としてグローバルに活躍する意欲に加え、博士の学位に値する人格および高い倫理観と科学技術の発展に寄与で
きる人間性を身につけている。

＜生命科学コース＞

カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）
博士前期課程

生物学、化学、物理学を母体とした生命科学を学ぶことができる教育課程を編成する。
具体的には、細胞生物学、タンパク質科学、微生物分子生物学、ゲノム情報科学、生体分子イメージング、神経科学、

生体機能化学、生体機能分析、構造生化学、バイオインフォマティクス、バイオテクノロジー、生命科学研究法など、基
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礎と応用科学的な問題に関する特論を学ぶ。さらに科学・技術と社会、福祉工学、環境科学、リスクベース安全工学、知
的財産、科学技術倫理などの環境、安全、倫理的観点を学ぶ。これらによって独力で研究を進めるために必要な専門知識
が得られる。また、科学技術英語を必修とし、英語による学術論文の執筆と国外で研究発表できる英語力を身につける。

専門分野に関する情報収集、研究計画の立案、試験装置や解析ソフトの開発とそれによる研究の遂行など、総合的な研
究指導によって培われる思考力、判断力、洞察力に基づき、独力で研究を推進可能な能力が得られる。学内および国内外
での研究発表の機会を数多く設け、表現力を身につける。

独力で研究を遂行できるように、専門以外にも環境、安全、倫理等の諸問題について、社会に出てから必要な関心と態
度を、研究活動を通じて養う。国内外でのインターンシップの機会を与えることで、グローバルな環境を体験し、社会人
としてグローバルに活躍する意欲を養う。

博士後期課程
幅広い専門知識に独創的な自らの研究業績を融合させるための基礎となる豊かな学識を養い、博士の学位に値する研究業
績をあげ、学術的な議論の能力が持てるように研究指導を行うことができる教育課程を編成する。
博士論文の作成指導では、生命科学分野の最先端の研究テーマと方法論を選定し、独創的な研究成果を創出する。また、
国外での研究発表により英語力を向上させる。

将来、先端科学技術の発展に寄与できる技術者・研究者として、独り立ちできる能力が培われるように、最新の科学技術
に関する情報収集が可能な国内外の学会活動や、産業界のニーズ理解に向けた社会活動などが積極的に行える研究環境を与
え、思考力と判断力を向上させる。また、修士および学部の学生とともに研究を進める場を設け、協調性、表現力、指導力
を向上させる。

独創的な研究を遂行できるように、専門以外にも環境、安全、倫理等の諸問題について、社会に出た時に必要な関心と態
度を、研究活動を通じて養う。国内外でのインターンシップの機会を与えることで、グローバルな環境を体験し、国際レベ
ルでの研究を推進することができ、社会人としてグローバルに活躍する意欲を養う。

ディプロマポリシー（修了認定・学位授与の方針）
博士前期課程
生命科学コースは、以下の要件を満たす学生に対し、「修士（理学）」を授与する。
①知識・技能
・生物学、化学、物理学を母体とした生命科学における分子遺伝学、脳科学、微生物化学、生命情報科学、生体分析化学、
生物物理学、ナノバイオ生物物理学等のいずれかの分野において、独力で研究を推進可能な専門知識と研究遂行能力を
有している。

・国外で研究発表できる英語力を身につけている。
・高度な研究と応用に関する深い知識を、複合フロンティアプログラムでは科学技術の成果に対する社会活動面からの評
価および科学・技術に対する社会経済活動からのニーズ等を評価できる幅広い専門知識を有している。

②思考力・判断力・表現力
・専門知識に基づいて、生命現象を解釈する能力を備えている。加えて、対象の観察と問題把握、分析と解析の訓練、さ
らに問題解決能力の涵養によって得られる能力により、先端科学技術の発展に寄与できる広い視野を持つ技術者・研究
者になれる思考力・判断力・表現力を有している。

③意欲・関心・態度
・社会人としてグローバルに活躍する意欲に加え、修士の学位に値する高い倫理観と科学技術の発展に寄与できる人間性
を身につけている。

博士後期課程
生命科学コースは、以下の要件を満たす学生に対し、「博士（理学）」を授与する。
①知識・技能
・幅広い専門知識に独創的な自らの研究業績を融合させる専門知識と研究遂行能力を有している。
・国外で研究発表し、情報交換のできる英語力を身につけている。
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①知識・技能
・幅広い専門知識に独創的な自らの研究業績を融合させる専門知識と研究遂行能力を有している。
・国外で研究発表し、情報交換のできる英語力を身につけている。
②思考力・判断力・表現力
・高度な専門知識に自らの研究成果を融合させ、先端科学技術の発展に寄与できる広い視野を持つ技術者・研究者である
と認められる思考力・判断力・表現力を有している。

③意欲・関心・態度
・社会人としてグローバルに活躍する意欲に加え、博士の学位に値する人格および高い倫理観と科学技術の発展に寄与で
きる人間性を身につけている。


